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本
誌
三
月
号
（
九
巻
三
号
）
に
「
濫
僧
考
」
と
題
し
て
、
社
会
の
落
伍
者
が

沙
門
の
姿
に
隠
れ
て
、
賤
職
に
従
事
し
つ
つ
世
を
渡
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ

を
鎌
倉
時
代
に
は
エ
タ
と
同
視
し
て
い
た
次
第
を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
事
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
二
三
の
資
料
の
存
在
に
気
が
つ
い
た
か
ら
、
い
さ

さ
か
前
文
の
不
備
を
補
っ
て
お
く
。

　
濫
僧
は
も
ち
ろ
ん
沙
門
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
師
と
呼
ば
れ
て
は
い
た
が
、

実
は
三
善
清
行
に
よ
っ
て
「
形
は
沙
門
に
似
て
心
は
屠
児
の
如
し
」
と
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
普
通
の
沙
門
の
仲
間
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
京
都
に
あ
っ
て
は
普
通
に
賀
茂
の
河
原
や
東
山
の
坂
の
空
地
に
小
屋
住
ま
い

を
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
身
に
穢
れ
あ
り
と
認
め
ら
れ
て
、
賀
茂

神
社
付
近
の
河
原
に
は
、
屠
者
と
と
も
に
住
居
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
さ
れ
ば

そ
の
犯
罪
処
罰
の
場
合
に
も
、
そ
の
扱
い
が
普
通
の
僧
侶
と
は
別
で
あ
っ
た
。

西
宮
左
大
臣
源
高
明
の
「
西
宮
記
」
臨
時
十
一
に
、

　
僧
犯
罪
触
類
有
加
減
。
須
依
還
俗
之
法
、
注
姓
名
、
勘
僧
時
之
犯
科
也
。
或

以
告
牒
可
当
徒
止
一
年
。
而
年
々
勘
文
、
具
不
載
其
由
。
只
以
俗
法
勘
之
如
此
。

濫

僧

偏
准
凡
人
歟
。

と
あ
る
。
僧
の
犯
罪
に
つ
い
て
は
「
大
宝
僧
尼
令
」
に
そ
の
規
定
が
あ
っ
て
、

ま
ず
こ
れ
を
還
俗
せ
し
め
て
後
に
処
刑
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
が
、
濫
僧
に
至

っ
て
は
同
じ
く
法
師
で
あ
る
と
は
云
え
、
「
偏
へ
に
凡
人
に
准
じ
て
」
還
俗
の

手
続
き
な
ど
を
要
し
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
は
彼
ら
が
本
来
私
度
の
僧

で
、
「
私
に
自
ら
髪
を
落
し
猥
り
に
法
服
を
著
け
」
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

国
法
の
上
で
は
こ
れ
を
僧
侶
と
は
認
め
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
私
度
の
僧
が

す
べ
て
い
わ
ゆ
る
濫
僧
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
特
に
下
賤
の
も
の

の
み
を
言
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
境
界
が
明
ら
か
で
な
い
。

　
鎌
倉
時
代
に
仔
細
知
ら
ぬ
も
の
が
エ
タ
を
濫
僧
と
云
っ
た
と
「
塵
袋
」
に
あ

る
が
、
彼
ら
は
ま
た
実
に
非
人
法
師
で
あ
っ
た
。
藤
原
定
家
の
日
記
「
明
月
記
」

嘉
禄
元
年
三
月
十
二
日
条
に
、

　
南
京
下
人
説
云
、
奈

良

北

山

濫

僧

長

吏

法

師

（
非
其
病
、
容
儀
優
美
法
師
）

仮
例
人
姿
、
発
艶
言
、
掠
‐
取
尋
常
家
々
女
子
、
已
及
三
人
之
間
、
漸
有
事
聞
、

欲
焼
‐
払
其
住
所
之
間
、
欲
迯
去
。
遂
斬
其
首
、
懸
路
傍
。
就
中
信
宗
法
印
信

弟
子
僧
都
最
愛
娘
（
生
年
十
三
）
、
住
所
焼
亡
之
中
不
知
行
方
失
之
。
監
此
時

返
‐
送
之
。
。
末
代
事
、
付
視
聴
、
驚
耳
目
歟
。

と
あ
る
。
奈
良
の
北
山
非
人
の
事
は
、
「
民
族
と
歴
史
」
四
巻
一
号
（
大
正
九

年
七
月
発
行
）
に
、
寛
元
二
年
及
び
元
亨
四
年
の
文
書
を
引
い
て
、
い
さ
さ
か

説
明
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
寛
元
二
年
を
距
る
十
九
年
前
の

嘉
禄
元
年
の
日
記
に
、
そ
の
非
人
法
師
を
明
ら
か
に
濫

僧

と
云
っ
て
あ
る
の
は

面
白
い
。
橋
川
正
君
に
よ
っ
て
学
界
に
紹
介
せ
ら
れ
た
「
感
身
覚
正
記
」
に
よ

る
と
、
文
永
六
年
に
西
大
寺
の
叡
尊
（
興
正
菩
薩
）
は
、
こ
の
北
山
に
非
人
供

養
の
施
場
を
設
け
た
。
同
年
の
条
に
、

　
二
月
二
十
三
日
為
営
施
行
事
、
移
‐
住
般
若
寺
。
三
月
五
日
点
当
寺
西
南
野

（
五
三
眛
北
端
）
為
施
場
。
課
此

山

非

人

令
正
地
形
之
高
下
、
又
兼
仰
長

吏

、

召
諸
宿
非
人
更
名
、
十
一
日
出
之
。
此
供
養
間
作
法
、
別
有
性
海
比
丘
一
巻
記
。

仍
略
之
。
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と
あ
る
。
こ
れ
い
わ
ゆ
る
濫
僧
供







な
る
も
の
で
、
そ
の
施
場
は
後
の
北
山
十
八

間
戸
の
起
原
を
な
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
北
山
十
八
間
戸
と
は
、
般

若
寺
坂
に
お
け
る
癩
病
患
者
収
容
所
で
、
旧
幕
時
代
ま
で
も
継
続
し
、
そ
の
建

物
は
今
に
遺
っ
て
い
る
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
北
山
非
人
の
部
落
は
、
叡
尊
の
こ

の
施
場
か
ら
起
っ
た
も
の
で
な
く
し
て
、
前
か
ら
既
に
存
在
し
て
い
た
非
人
群

集
の
場
所
を
選
ん
で
、
叡
尊
が
こ
こ
に
施
場
を
営
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

そ
の
い
わ
ゆ
る
非
人
は
や
は
り
癩
病
患
者
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
右
の
「
明
月
記
」
の
文
に
、
美
貌
と
艶
語
と
を
以
て
良
家
の
女
子
を
誘
拐

し
た
長
吏
法
師
を
、
特
に
注
し
て
「
其
の
病
に
あ
ら
ず
」
と
云
っ
て
い
る
の
で

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
濫
僧
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
エ
タ
も
、
非
人

も
、
濫
僧
も
、
そ
の
間
区
別
の
な
か
っ
た
も
の
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の

だ
。

　
こ
れ
ら
の
濫
僧
に
対
し
て
、
施
行
す
な
わ
ち
濫
僧
供







の
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た

事
は
、
前
考
に
も
述
べ
て
お
い
た
が
（
九
巻
三
、
二
号
二
頁
）
「
執
政
所
鈔
」

三
月
十
五
日
春
日
御
塔
唯
識
会
始
事
の
条
に
、
人
供
の
中
に
、

　
始
年
濫
僧
供
十
石
、
放
生
会
料
一
石
。
自
次
年
被
停
止
了
歟
。

と
あ
る
文
を
見
出
で
た
か
ら
、
こ
こ
に
補
っ
て
お
く
。
こ
の
書
は
鎌
倉
時
代
寛

元
四
年
に
書
い
た
も
の
で
、
前
記
奈
良
坂
非
人
法
師
と
清
水
坂
非
人
法
師
と
の

間
に
悶
着
の
あ
っ
た
頃
に
当
る
。
こ
の
際
春
日
に
お
い
て
行
っ
た
濫
僧
供
は
、

主
と
し
て
そ
の
北
山
な
る
奈
良
坂
非
人
法
師
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。

　
濫
僧
と
は
通
例
非
人
法
師
に
対
す
る
称
呼
で
あ
る
が
、
婦
人
す
な
わ
ち
尼
法

師
に
も
、
や
は
り
古
く
こ
の
徒
が
あ
っ
た
。
清
少
納
言
「
枕
草
子
」
「
物
の
哀

知
ら
せ
顔
な
る
も
の
」
の
条
に
こ
れ
に
つ
い
て
面
白
い
記
事
が
あ
る
か
ら
、
平

安
朝
の
彼
ら
の
生
活
状
態
の
一
斑
を
知
る
べ
き
参
考
と
し
て
、
左
に
抄
録
し
て

お
く
。

　
二
日
ば
か
り
あ
り
て
縁



の
下



に
あ
や
し
き
者
の
声
に
て
、
「
猶
其
の
仏
供
の

撤
下
物
侍











り
な
ん
」
と
云
へ
ば
、
「
如
何
で
速





に
は
」
と
答



ふ
る
を
、
何
の
言

ふ
に
か
あ
ら
ん
と
立
ち
出
で
て
見
れ
ば
、
老
た
る
女
の
法
師
の
甚



じ
く
煤
け
た

る
狩
袴
の
、
筒
と
か
や
の
様
に
細
く
短
き
を
、
帯
よ
り
下
五
寸
ば
か
り
な
る
衣





と
か
や
言
ふ
べ
か
ら
ん
、
同
じ
様
に
煤
け
た
る
を
着
て
、
猿
の
様



に
て
言
ふ
な

り
け
り
。
「
あ
れ
は
何
事
言
ふ
ぞ
」
と
云
へ
ば
、
声
引
き
つ
く
ろ
ひ
て
、
「
仏





の
御
弟
子
に
候
へ
ば
、
仏
の
撤

上

物

給

べ
と
申
す
を
、
此
御
坊





た
ち
の
惜
み
給

ふ
」
と
云
ふ
。
花
や
か
に
優



び
か
な
り
。
か
ゝ
る
も
の
は
打
ち
屈

ん
じ
た
る
こ

そ
哀
な
れ
。
う
た
て
も
花
や
か
な
る
哉
と
て
、
「
異
物






は
喰
は
で
、
仏
の
御
撤

下

物

を
の
み
喰
ふ
が
、
い
と
貴
き
事
か
な
」
と
云
ふ
気
色





を
見
て
、
「
何

ど
か

異
物






も
食

べ
ざ
ら
ん
、
そ
れ
が
候
は
ね
ば
こ
そ
取
り
申
し
侍
れ
」
と
云
へ
ば
、

菓
物






、
広
き
餅





な
ど
を
物
に
取
り
入
れ
て
取
ら
せ
た
る
に
、
む
げ
に
中
善
く
な

り
て
、
万





の
事
を
語
る
。
若
き
人
々
出
で
来
て
、
「
男
や
あ
る
、
何
処





に
か
住

む
」
な
ど
、
口
々
に
問
ふ
に
、
を
か
し
き
事
、
添
へ
ご
と
な
ど
す
れ
ば
、
「
歌

は
歌
ふ
や
、
舞
ひ
な
ど
す
る
か
」
と
問
ひ
も
は
て
ぬ
に
、
「
夜
は
誰
と
寝
ん
、

常
陸
の
介
と
寝
ん
、
寝
た
る
肌
も
よ
し
、
（
こ
れ
が
末
い
と
多
か
り
、
又
）
男

山
の
峯
の
紅
葉
は
、
さ
ぞ
名
に
立
つ
〳
〵
」
と
、
頭
を
転



が
し
振
る
。
い
み
じ

く
憎
く
け
れ
ば
、
笑
ひ
憎
み
て
「
往
ね
〳
〵
」
と
い
ふ
も
を
か
し
。

　
尼
法
師
が
仏
供
の
撤
下
物
を
所
望
し
、
卑
猥
な
る
歌
を
歌
い
、
身
振
り
お
か

し
く
打
ち
躍
る
は
、
目
に
見
え
る
よ
う
で
は
な
い
か
。
各
種
の
遊
芸
人
が
多
く
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か
か
る
濫
僧
か
ら
出
て
来
た
次
第
は
、
以
て
想
像
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
か

く
て
田
楽
法
師
や
猿
楽
法
師
な
ど
、
い
ず
れ
も
こ
の
落
伍
者
な
る
濫
僧
に
端
を

発
し
、
は
て
は
後
世
俳
優
を
呼
ぶ
に
、
河
原
乞
食
の
称
を
以
て
す
る
に
も
至
っ

た
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
賤
民
と
は
何
か
」
河
出
書
房
新
社

　
　
　2008
（
平
成20

）
年3

月30

日
初
版
発
行

初
出
：
「
社
会
史
研
究
　10-1

号
」

　
　
　1923

（
大
正12
）
年7

月

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
濫
僧
《
ろ
う
そ
う
》
考
補
遺
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
門
田
裕
志

2013

年1

月11

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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